
 

２０２4 年度 医学部共通講義Ⅲ 

機能生物学入門 機能生物学セミナー 

 

演題 : シナプス形成と行動発達を司るマイクロエクソンの 

取捨選択コード 

講師 : 吉田 知之先生（富山大学学術研究部医学系分子神経科学講座） 

担当 : 医学系研究科 システムズ薬理学 上田先生  

日時 : 令和 7 年 1 月 20 日（月）14:55～16:40 

場所 : 医学部教育研究棟 13 階 第 5 セミナー室 

        ＊いつもの第 6 セミナー室から第 5 セミナー室へ変更しています！ 

概要 
シナプスの形成と再編は脳の形成と機能発現に不可欠な過程であり、この過程のわずかな異常が自閉スペ

クトラム症や統合失調症などの発達障害や精神疾患の発病に関連する。しかしながら、その調節機構はい

まだに謎が多い。神経細胞で選択的に利用される 3～27 ヌクレオチド程の極めて短いエクソンはマイクロ

エクソンと呼ばれ、神経機能に多様性を生み出す新たな素子として近年注目されている。私たちはシナプ

スの分化誘導を担う主要なシナプスオーガナイザーとして受容体チロシン脱リン酸化酵素 PTPRD（Ptprd 

遺伝子産物）を同定し、3 つのマイクロエクソン由来ペプチドの取捨選択によって誘導するシナプスの数と

種類が決まることを見出した。また、このマイクロエクソンの選択的スプライシングの制御が行動調節に

不可欠であることもわかってきた。本セミナーではマイクロエクソンがどのように取捨選択され、どのよ

うにシナプス形成と行動の調節を担うのか、私たちの研究を紹介します。 
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今年度の機能生物学セミナーは、対面形式で実施します。登録している博士課程の学生は出席で評価し

ますので、対面講義に出席して下さい。オンライン配信はありません。 

問合せ先：医学系研究科 統合生理学 大木 研一(kohki@m.u-tokyo.ac.jp)  内線 23459 

 


